
平成 29-33 年度 ⽂部科学省 新学術領域研究 

 「共創的コミュニケーションのための⾔語進化学」（共創⾔語進化） 

領域⽴ち上げ討論会兼公募研究説明会 
http://evolinguistics.net/ 

 

本年度採択されました新学術領域研究「共創⾔語進化」の領域⽴ち上げ討論会・公募研究 
説明会を以下のように開催します。皆さま奮ってご参加下さい。 

領域代表 東京⼤・岡ノ⾕⼀夫 
 

 京都地区 東京地区 
⽇時 9 ⽉ 19 ⽇（⽕）14:00-17:30 9 ⽉ 24 ⽇（⽇）14:00-17:30 
場所 京都⼤学 吉⽥南キャンパス 

⼈間・環境学研究科棟 地下⼤講義室 
https://www.h.kyoto-u.ac.jp/access/#02 

東京⼤学駒場１キャンパス 
 KOMCEE West K001 講義室 
http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/
cam02_01_55_j.html 

       （事前申込は必要ありません．両会場とも飲⾷禁⽌です．） 

       

プログラム 
14:00-14:30  開会・領域説明 領域代表 岡ノ⾕⼀夫（東京⼤学） 
14:30-15:10 記念講演 
 
 
 
 
 
15:10-15:20  休憩 
15:20-16:50  各計画研究説明 
 A01 ⾔語理論班代表  藤⽥耕司（京都⼤学） 
 B01 ⾏動⽣物班代表  岡ノ⾕⼀夫（東京⼤学） 
 B02 ⼈類進化班代表  井原泰雄（東京⼤学） 
 B03 認知発達班代表  ⼩林春美（東京電機⼤学） 
 C01 創発構成班代表  橋本 敬（北陸先端科学技術⼤学院⼤学） 
16:50-17:00 公募申請・審査スケジュール説明  
 総括班・公募研究運営委員会 井原泰雄（東京⼤学） 
17:00-17:30  個別相談会 
 

問い合わせ：事務局（暫定） 橋本 敬 hash@jaist.ac.jp

京都地区 東京地区 
「⾔語の進化を考える」 「⾔語進化研究に関連して思うこと」 
松沢哲郎 
（京都⼤学⾼等研究院・特別教授） 

諏訪 元 
（東京⼤学総合研究博物館・館⻑） 



 

平成 29 年度採択新学術領域「共創⾔語進化」概要 
 
 本領域は⼆つの⽬的をもつ。まず、⾔語の起源と進化について、⾔語理論・⽣物進化・
⼈類進化・個体発⽣の研究成果に整合するシナリオを作ると共に、その妥当性を数理モデ
ルやシミュレーション、ロボット実装により構成論的に検討する。次に、そのシナリオに
もとづきコミュニケーションの未来と⼈類の存続のあり⽅を提⾔する。これらを通じて⽂
理を超克した新たな⼈間科学としての「共創⾔語進化学」の創成を⽬指す。 
 ⾔語は⼈類が個⼈を超えた知を結集し⽂明を作ることを可能にした画期的なテクノロ
ジーである。現在⼈類は、⾔語と情報技術を基盤とした新しいコミュニケーションを創出
しようとしている段階にある。⾔語の起源と進化を知ることで、未来のコミュニケーショ
ンのあり⽅をデザインできると私たちは考える。グローバル化によって⽣ずる国際的軋轢、
情報利⽤の格差によって⽣ずる幸福格差、急激に変化するコミュニケーション様式への適
応障害等、現在起こっている問題の解法を提⾔すると共に、⼈間性の本質と可能性につい
て理解を深化させる。 
  

 
 

平成 30 年度公募研究について 
 
 本領域では、5 つの計画研究班（A01、B01、B02、B03、C01）のそれぞれについて、
それらをさらに発展させる研究、および異なる⼿法により補完する研究を公募する。公募
研究の提案は、研究課題が魅⼒的であることに加え、本領域の⽬標達成への寄与が明確で
あること、また関連する計画研究班だけでなく、他班との連携が具体的に考慮されたもの
であることが期待される。領域全体としては、理論的研究・⼩規模実験を中⼼とする 200
万円規模の計画を 14 件、⽐較的⼤規模な実験研究を中⼼とする 400 万円規模の計画を 8
件募集する。各計画研究班が募集する公募研究の内容、および応募上限額（年度あたり）
と採択⽬安件数は以下の通りである。 
 



A01 ⾔語理論班（200 万円×6 件） 
 ⽣成⽂法・認知⾔語学それぞれの利点の統合を中核とし、これに⾳韻論や歴史⾔語学の
専⾨的な知⾒を取り込むことでヒトの⾔語およびコミュニケーションとその起源・進化の
実体に迫る。公募班では、これらの各分野における先進的・萌芽的研究を⾏う優れた若⼿
研究者を中⼼に、計画班では取り上げていない他の理論⾔語学的アプローチも積極的に採
択する。⾔語の⽣物進化と関わる⼈類進化、遺伝⼦進化、脳進化の理論的研究や、⽐較⾔
語学等、⾔語の⽂化進化と繋がる伝統的な⼿法も対象になる。⾔語との関係が深い他の認
知機能（数認知、⼼の理論、⾳楽認知、倫理・道徳等）の研究も歓迎する。さらに、異分
野融合の⽅法論を探求・提案する科学哲学的研究も対象に含める。本計画班のみならず他
の計画班との多⾓的な共同研究の展開に期待したい。 
 
B01 ⾏動⽣物班（200 万円×2 件、400 万円×2 件） 
 ⿃類・齧⻭類・霊⻑類およびヒトを⽤いた⽐較⾏動学・⽐較ゲノム学・⽐較認知神経科
学的⼿法により、⾔語を可能にする下位機能の進化を探る。公募班では、複数の⼿法・複
数の種にまたがり、その成果を融合するような実験研究を期待する。また、これらの分類
群以外の動物種を⽤いた研究や、新たな⼿法を導⼊した研究の応募も歓迎する。⾔語の下
位機能を探索するヒト脳機能イメージングも、常に動物との⽐較を念頭に置く限りは、公
募の対象となる。全般に、本計画班に所属しながらも、他班との連携研究が効果的な申請
を期待する。本計画班で不⾜していると考える視座を積極的に指摘し、その部分を補完す
るような研究は特に歓迎する。 
 
B02 ⼈類進化班（200 万円×2 件、400 万円×2 件） 
 ⼈類学・考古学・霊⻑類学・進化モデリングなどの⼿法を⽤いて、⾔語の階層性・意図
共有の基盤となる下位機能の出現時期を推定しその淘汰メカニズムを理解することをめ
ざす。公募班では、これら各分野の⼿法による独創的な研究、他計画班との橋渡しとなる
研究を⾏う若⼿研究者の応募を期待する。また、計画班には含まれない現代⼈・現代社会
を対象にした⽂化⼈類学的・⽂化進化学的アプローチも公募の対象となる。 
 
B03 認知発達班（200 万円×2 件、400 万円×2 件） 
 ⼦どもの⾔語発達過程において、意図共有と階層化に関する原初的な能⼒の出現・発達、
それらがどのように組み合わさり⾔語を可能とするかを多様な観点から調べ、発達過程か
ら進化過程を推測することを⽬指す。公募班では計画班の研究を補完・発展させるような
研究に加え、関連する事項に関する独創的なアイディアに基づく研究を期待する。⾮⾔語
情報の⾔語化に関する研究、⾃閉症児の⾔語・⾮⾔語情報使⽤に関する知⾒から⾔語発達
の条件を探る研究、⾳韻の階層構造の発達過程と他の種との連続性を調べる研究、⼿話と
ジェスチャーの関係から⾔語化の機序を調べる研究その他、他班との橋渡しも視野に⼊れ
た多様なアプローチの研究が対象となる。 
 
C01 創発構成班（200 万円×2 件、400 万円×2 件） 
 数理モデル、シミュレーション、⾔語進化実験、対話実験、ロボットの構築・相互作⽤
実験といった構成論的アプローチを駆使して、⾔語の階層構造を⽣み出す能⼒、意図共有
能⼒、それらが合わさった共創的コミュニケーションの⽣物進化・⽂化進化を探求する。
公募班では、構成論を⽤いて階層⽣成能⼒・意図共有能⼒を探求する研究に加え、両能⼒
の相互作⽤を検討する課題、および、他班の⽅法論と構成論を架橋する可能性のある課題
を期待する。階層⽣成や意図共有のような⼈間の⾔語・コミュニケーションに特徴的と考
えられる性質・能⼒を想定したものでない研究も公募の対象となる。その場合は⼈間の⾔
語・コミュニケーションの起源・進化の理解にどのような光をあてるかを明⽰してほしい。
また、これまでにない新たな構成論的アプローチ、および、共創的コミュニケーションの
様式とその未来について具体的に検討する研究も対象とする。 


